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練馬区健康づくりサポートプラン（令和７年度～令和10年度）（素案）に 

寄せられた意見と区の考え方について 

 

１ 意見の受付状況 

⑴ 意見募集期間 

  令和６年12月11日から令和７年１月15日まで 

⑵ 周知方法 

ア ねりま区報（令和６年12月11日号）への掲載 

イ 区ホームページへの掲載 

ウ 区民情報ひろば、区民事務所（練馬を除く）、図書館（南大泉図書館分

室を除く）、健康推進課、保健相談所での閲覧 

エ 区立小中学校の児童・生徒用タブレットパソコンの「ブックマーク」か

ら閲覧 

オ 児童館での閲覧 

カ 関係団体等への説明 

練馬区医師会、練馬区歯科医師会および練馬区薬剤師会に計画素案につ

いて、個別説明等を行った。 

⑶ 意見件数 

26件（17名）うち子どもからの意見は12件（11名） 
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２ 寄せられた意見の内訳 （）内の数値は子どもからの意見数 

分 類 件 数 

第１章 計画の基本的考え方 ０（０） 

第２章 区が目指す方向性 ０（０） 

第３章 柱ごとの区の取組 26（12） 

 柱１ はじめよう健康づくり 11（３） 

 柱２ もっと知ろう自分の身体 ３（０） 

 柱３ がんを知り、がんと生きる ０（０） 

 柱４ 妊娠期・子育て期を切れ目なくサポート！ ０（０） 

 柱５ おいしく健康になろう！ ４（３） 

 柱６ 寄り添い 支える こころの健康づくり ８（６） 

第４章 計画の策定・推進 ０（０） 

第５章 前回計画の評価 各種データ ０（０） 

合 計 26（12） 

 

３ 意見に対する対応状況 （）内の数値は子どもからの意見数 

区分 内 容 件 数 

◎ 意見の趣旨を踏まえ計画に反映するもの ３（２） 

〇 素案に趣旨を掲載しているもの 12（９） 

□ 
素案に記載はないが他の施策・事業等で既に実施してい

るもの 
６（０） 

△ 事業実施等の際に検討するもの ４（１） 

※ 趣旨を反映できないもの １（０） 

－ その他、上記以外のもの ０（０） 

合 計 26（12） 
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４ 区民からの意見（要旨）と区の考え方 

№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

第３章 柱ごとの区の取組 

柱１ はじめよう健康づくり 

1 

フレイル予防にアプリの活

用とあるが、テクノロジーは便

利で良いが、アプリなどを上手

く利用できない高齢者のため

の窓口や、ローテクな方法での

サポートがあると高齢者もも

っと健康的に楽しく長生きで

きるのではないかと思う。 

「フレイル予防アプリフィッ

ト＆ゴー」は、アプリを活用して、

自らフレイル予防に取り組むた

めのきっかけづくりとして導入

したものです。 

一方で、「はつらつライフ手帳」

を作成し、健康づくりや介護予防

事業をご案内しています。また、

「つながる楽しさ発見Book」で

は、交流・相談・介護予防の拠点

となる「街かどケアカフェ」や、

レクリエーション・交流ができる

「はつらつセンター」などの地域

の通いの場をご案内しています。 

引き続き様々な媒体を活用し

て高齢者の健康づくりやフレイ

ル予防に取り組んでいきます。 

□ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

2 

雨天時にも運動ができるよ

う、区立体育館、区立小中学校

内の体育館などの開放など、運

動できる環境づくりにも力を

入れてほしい。 

区立スポーツ施設は、プールや

トレーニング室等個人で利用で

きる施設があります。競技場等

は、団体利用の予定がない時に

は、個人で利用できる場合もあり

ます。また、区民の皆さまが手軽

に運動できる場として区立小学

校33校、区立中学校４校の体育館

を開放しています。個人開放と団

体開放があり、個人開放中は管理

指導員を配置し、安全の確保やス

ポーツ指導を行っています。 

□ 

3 

年齢、個々の身体状況に区別

なく、恒常的に体を動かしやす

い街づくりをしてほしい。公園

やスポーツ施設の整備も重要

だが、仕事の帰り道に最寄駅か

ら少し遠回りして歩いてみよ

うと思える駅周辺や道路の整

備など、安全に歩きやすい街に

することで、日常の運動量が微

増していく街の設計を計画し

てほしい。歩道の拡張や自転車

道・車道の設置、信号付きの横

断歩道、歩車分離式の信号、街

路樹、ベンチ、外灯、小さな公

園の増設など。すれ違う人同士

が徐々に交流を深められる都

市計画（都市づくり）が実現す

ると、区民間のコミュニケーシ

ョンが増え相互理解につなが

り、心の健康も高まって地域へ

の関心も深まるのではないか。 

昨今、国内外を問わず多くの都

市で、人々が集い、憩い、多様な

活動を繰り広げられる、「居心地

が良く歩きたくなる」まちなかづ

くりが進められています。当区に

おいては、みどり豊かな安全で快

適な空間を創出するため、都市計

画道路の整備や駅と公共施設を

結ぶ経路のバリアフリー化、無電

柱化、沿道緑化などに取り組んで

います。 

すべての人が安心、快適、自由

に外出できる環境向上のため、引

き続き区民の皆さまのご意見を

伺いながら、各地域の実情を踏ま

えたまちづくりを推進していき

ます。 

□ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応

区分 

4 

お酒もたばこも、それぞれ健

康啓発や節酒、節煙に向けた取

組を示して、正しい選択ができ

るようにすれば良いと思う。 

厚生労働省が示している飲酒

量の目安や喫煙が健康に及ぼす

影響についての最新情報を発信

し、必要な方に届くよう取り組ん

でいきます。 

〇 

5 

先日練馬駅の喫煙所がきれ

いにリニューアルされていて

嬉しく思った。こうしたキレイ

な喫煙所が増えれば、歩きたば

こやポイ捨て等のマナー違反

も減ると思うので、喫煙所を増

やしてもらえると有難い。 

区では条例により、歩行喫煙お

よびたばこのポイ捨てを禁止し

ています。こうした行為を防止す

るため、マナーアップ指導員によ

る巡回・指導、公設喫煙所の設置

などを行っています。歩行喫煙、

たばこのポイ捨てともに、区内で

は減少傾向にあるため、引き続き

喫煙所の適正な管理に努めてい

きます。 

△ 

6 

喫煙率もさることながら、受

動喫煙による被害もあるので、

喫煙の厳罰化によって受動喫

煙の機会が減るとよいと思う。 

区は、健康増進法や東京都受動

喫煙防止条例に基づき、飲食店等

への制度周知や指導・助言、喫煙

者への喫煙マナーの向上のため

の啓発など、受動喫煙防止に向け

た取組を進めています。 

受動喫煙防止のためには、こう

した取組を繰り返し行うことが

肝要であると考えており、引き続

き取組を推進していきます。 

現時点で、区独自に喫煙の厳罰

化を実施する予定はありません

が、国や東京都の動向を注視しな

がら、引き続き効果的な受動喫煙

対策について検討を進めていき

ます。 

※ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

7 

紙巻加熱式問わず「たばこ」

の健康被害は論を待たず受動

喫煙による精神的肉体的なス

トレスは、喫煙者・非喫煙者の

関係性を悪化させている。「受

動喫煙防止の強化」が望まれ

る。喫煙者がニコチンの作用に

より禁煙に踏み切れないこと

は残念なことである。禁煙とい

う「生活習慣の動機付け」「行

動変容」は困難である。アルコ

ールには休肝日、高血圧には減

塩などがあるが、徹底した受動

喫煙防止の強化を推進し、「休

煙（救援）日」「軽煙（敬遠）

日」「減煙（減塩）習慣（週刊）」

「たばこは1日３本まで」など

の練馬区独自のキャッチコピ

ーで減煙できれば、最終的に区

民の禁煙への行動変容に繋が

ると考える。 

区は、健康増進法や東京都受動

喫煙防止条例に基づき、飲食店等

への制度周知や指導・助言、喫煙

者への喫煙マナーの向上のため

の啓発、禁煙希望者への支援な

ど、受動喫煙防止に向けた取組を

進めています。 

引き続き啓発活動を推進する

とともに、練馬区医師会等の関係

団体と連携してより効果的な啓

発について検討していきます。 △ 

8 

喫煙者のがん有病率が極め

て高いことや、喫煙者が間接的

に非喫煙者よりも多額の税金

を納めていることは事実であ

る。過去練馬区には禁煙サポー

ト予算があったように、今後の

禁煙希望者にも以前と同様に

経済的な「禁煙希望者に寄り添

う助成金のサポート」があれ

ば、卒煙者も増え、結果的に今

の成人ががん年齢に達する時、

がん発生率が低くなると思う。 

区は、東京オリンピック・パラ

リンピックに向けて受動喫煙防

止の機運が高まる機会に、区民の

健康増進を図るため、平成30年度

～令和３年度にかけて、「禁煙医

療費補助事業」を時限的に実施し

ました。禁煙を希望する方への経

済的な支援については、国や東京

都、禁煙補助薬の流通の動向など

を注視しながら、今後の対応を検

討していきます。 

△ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

 柱２ もっと知ろう自分の身体 

9 

今後、かかりつけ医の役割が

重要になり、かかりつけ医を起

点に地域包括ケアにつながっ

ていく。計画に表記することを

検討してほしい。 

かかりつけ医は、日頃から健診

や治療などを行う「身近な医師」

であるとともに、病気の予防や重

症化を察知し、早期治療、専門病

院への紹介などを行っており、区

民の健康を支えています。ご意見

を踏まえ、かかりつけ医について

追記します。 

◎ 

10 

昨今、夏は極端な暑さによる

健康診査の受診控えが目立つ。

反面、10月からはインフル・コ

ロナのワクチン接種、11月下旬

からはインフルエンザが流行

するなど、医療現場は健診どこ

ろではない。気候の良い５月～

７月、９月など、「チケット到

着後にできるだけ早い時期の

健診を推奨していくこと」を医

師会と検討していただきたい。 

練馬区の健康診査は５月から

11月30日まで実施しています。近

年の猛暑の影響により夏場の受

診控えも見込まれることから、外

出しやすい時期に受診を促すこ

とが大事です。 

今後、案内方法について練馬区

医師会と検討していきます。 

○ 

11 

胸部レントゲン検診は汎用

性が有り、コストも安く、がん

のスクリーニング検査には最

適である。喫煙指数が高く「レ

ントゲンで異常を指摘されて

いない区民」が希望すれば、「健

診センターで胸部CT検査を受

けることができる」練馬区独自

の健診は極めて有用であり、今

後も継続、充実させていただき

たい。 

区は、令和６年度から試験的な

試みとして、低線量胸部CT検査を

実施しています。 

心配のある区民が受診できる

よう今後も練馬区医師会と事業

の実施について検討していきま

す。 

□ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

 柱５ おいしく健康になろう！ 

12 

以前、練馬区には「肉は中ま

でしっかり加熱するねり」とい

うねり丸のクリアファイルが

あったが、区民にはあまり知ら

れていないようである。焼肉、

焼き鳥など生肉を中心に扱う

飲食店では、カンピロバクター

感染が後を絶たない。潜伏期間

が５日程と長く、食べた原因食

材の断定が困難なのが特徴で

ある。是非、「肉は中までしっ

かり加熱するねり」のクリアフ

ァイルなど、飲食店に直接届け

ばと思う。 

区では、食中毒予防について記

載したメモ帳やクリアファイル

など普及啓発物品の配布のほか、

広報チラシ｢ねりま食品衛生だよ

り｣やホームページ、SNS等の媒体

を用いて、肉の生食、加熱不足に

よる食中毒予防についての周知

を行っています。また、焼肉店、

居酒屋などを中心に食肉の取扱

いについて監視し、事業者に直

接、食肉は中心部まで十分加熱し

提供するよう指導を行っていま

す。引き続き周知啓発に取り組ん

でいきます。 

□ 

 柱６ 寄り添い 支える こころの健康づくり 

13 

精神疾患などで就業できな

くなった人へ経済的支援をし

てほしい。 

保健相談所では、精神的な悩み

ごとの相談をお受けしています。

その際、経済的な困りごとや生

活・仕事などに不安や課題がある

場合は、生活にお困りの方の相談

窓口である「生活サポートセンタ

ー」や総合福祉事務所等と連携

し、解決へ導けるよう支援してい

ます。引き続き相談や支援を実施

していきます。 

□ 

14 

パチンコは健康に悪いので、

ギャンブル依存の観点からの

啓蒙もお願いする。 

保健相談所では、ギャンブル依

存の個別相談や講演会を実施し

ています。パチンコを含むギャン

ブルとの適切な付き合い方など

も含め、引き続き周知啓発に取り

組んでいきます。 

○ 
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５ 区民
く み ん

からの意見
い け ん

（まとめ）と区
く

の考
かんが

え方
かた

（子
こ

どもからの意見
い け ん

） 

№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

第
だい

３章
しょう

 柱
はしら

ごとの区
く

の取組
とりくみ

 

柱
はしら

１ はじめよう健康
けんこう

づくり 

1 

短
みじか

い距離
き ょ り

で、マラソンを走
はし

る。そうすると、お年寄
と し よ

りでも、

できるかもしれないから。 

少
すこ

しの時間
じ か ん

でも体
からだ

を動
うご

かすこ

とは、健康
けんこう

を保
たも

つためにとても

大切
たいせつ

です。区民
く み ん

のみなさんに、

無理
む り

なく体
からだ

を動
うご

かすことの大切
たいせつ

さを伝
つた

えていきます。 

○ 

2 

健康
けんこう

を守
まも

るために、病気
びょうき

予防
よ ぼ う

などにつながる講座
こ う ざ

をする。 

区
く

では、みなさんが病気
びょうき

になら

ないようにするための講演会
こうえんかい

を

開
ひら

いています。これからも講演会
こうえんかい

を続
つづ

けていくので、ぜひ参加
さ ん か

して

みてください。 

○ 

3 

病気
びょうき

になる前
まえ

に健康
けんこう

な食
た

べ

物
もの

や運動
うんどう

をして長
なが

生
い

きする体
からだ

をみんなで作
つく

ろう！！ 

食事
しょくじ

や運動
うんどう

は、健康
けんこう

な身体
か ら だ

を作
つく

るためにとても大切
たいせつ

です。 S N S
えすえぬえす

などで健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

や運動
うんどう

につ

いての新
あたら

しい情報
じょうほう

をみなさんに

お伝
つた

えします。 

また、元気
げ ん き

でいるためには、子
こ

どもの頃
ころ

からバランスの良
よ

い

食事
しょくじ

を知
し

り、食
た

べることが大切
たいせつ

で

す。区
く

では、自分
じ ぶ ん

で健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

を作
つく

って、みんなで一緒
いっしょ

に食
た

べる

「ちゃんとごはんプロジェクト」

を児童館
じ ど う か ん

などで行
おこな

っています。

健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

づくりを体験
たいけん

でき

るので、ぜひ参加
さ ん か

してみてくださ

い。 

○ 
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№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

 柱
はしら

５ おいしく健康
けんこう

になろう！ 

4 

苦手
に が て

な食
た

べ物
もの

を美味
お い

しく食
た

べる方法
ほうほう

が知
し

りたい。 

苦手
に が て

な食
た

べ物
もの

にも挑戦
ちょうせん

するこ

とはとても大切
たいせつ

です。好
す

きな

調味料
ちょうみりょう

を使
つか

うなど、ちょっとした

工夫
く ふ う

でおいしく食
た

べられること

があります。区
く

では、自分
じ ぶ ん

でご飯
はん

を作
つく

って、みんなで一緒
いっしょ

に食
た

べる

「ちゃんとごはんプロジェクト」

を行
おこな

っています。自分
じ ぶ ん

で作
つく

った

ものをみんなで一緒
いっしょ

に食
た

べるこ

とで、いつもは苦手
に が て

な食
た

べ物
もの

もお

いしく食
た

べられるかもしれませ

ん。ぜひ参加
さ ん か

してみてください。 

△ 

5 

食
しょく

の好
す

き嫌
きら

いが激
はげ

しいの

で、それを直
なお

すべき。好
す

き嫌
きら

い

があっても残
のこ

さない精神
せいしん

や、も

ったいないという心
こころ

を幼稚園
よ う ち え ん

のころから育
そだ

てるべきだと思
おも

う。 

区立
く り つ

の保育
ほ い く

園
えん

や学校
がっこう

では、自分
じ ぶ ん

で食
た

べ物
もの

を育
そだ

てる、食事
しょくじ

を作
つく

って

食
た

べる、練馬区
ね り ま く

で採
と

れた食材
しょくざい

を

使
つか

った給 食
きゅうしょく

を食
た

べるなど「食
しょく

」

について色々
いろいろ

なことを学
まな

ぶこと

ができます。練馬区
ね り ま く

の特徴
とくちょう

の一
ひと

つは、身近
み ぢ か

に農地
の う ち

があることで

す。食
た

べ物
もの

がどのように成長
せいちょう

す

るかを見
み

ることは、食
しょく

を大切
たいせつ

に

する心
こころ

を育
そだ

てることにつながり

ます。また、児童館
じ ど う か ん

などで行
おこな

って

いる「ちゃんとごはんプロジェク

ト」では、捨
す

てる食
た

べ物
もの

を減
へ

らす

ための方法
ほうほう

もお伝
つた

えしています。

今後
こ ん ご

も、様々
さまざま

な方法
ほうほう

で「食
しょく

」を

大切
たいせつ

にする 心
こころ

を 育
はぐく

んでいきま

す。 

○ 

 

 



 

11 
 

№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

6 

病気
びょうき

になる前
まえ

に食事
しょくじ

に気
き

を

付
つ

け長
なが

生
い

きする体
からだ

を作
つく

ろう。 

食事
しょくじ

は、健康
けんこう

な身体
か ら だ

を作
つく

るため

にとても大切
たいせつ

です。元気
げ ん き

でいるた

めには、子
こ

どもの頃
ころ

からバランス

の良
よ

い食事
しょくじ

を知
し

り、食
た

べることが

大切
たいせつ

です。区
く

では、自分
じ ぶ ん

で健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

を作
つく

って、みんなで一緒
いっしょ

に

食
た

べる「ちゃんとごはんプロジェ

クト」を児童館
じ ど う か ん

などで行
おこな

ってい

ます。健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

づくりを体験
たいけん

できるので、ぜひ参加
さ ん か

してみてく

ださい。 

○ 

 柱
はしら

６ 寄
よ

り添
ぞ

い 支
ささ

える こころの健康
けんこう

づくり 

7 大麻
た い ま

グミをへらしてほしい。 区
く

では、薬物
やくぶつ

乱用
らんよう

防止
ぼ う し

に取
と

り組
く

む地域
ち い き

の人
ひと

たちと一緒
いっしょ

に、お菓子
か し

のように見
み

える物
もの

なども含
ふく

め、

危険
き け ん

な薬物
やくぶつ

を使
つか

わないようお知
し

らせする活動
かつどう

を進
すす

めています。み

なさんに区
く

の取組
とりくみ

がより伝
つた

わる

ように計画
けいかく

に追記
つ い き

します。 

学校
がっこう

でも、危険
き け ん

な薬物
やくぶつ

について

勉強
べんきょう

する機会
き か い

があります。「知
し

ら

ない人
ひと

からは物
もの

をもらわない」、

「友達
ともだち

や知
し

り合
あ

いが興味
きょうみ

を持
も

っ

ていても絶対
ぜったい

に試
ため

さない」ことが

大切
たいせつ

です。絶対
ぜったい

に関
かか

わらないよう

にしましょう。 

◎ 

8 

大麻
た い ま

グミのような危険
き け ん

なも

のへの対策
たいさく

をしてほしい。 

◎ 

 

 

 

 

 

 



 

12 
 

№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

9 

友達
ともだち

が辛
つら

いときは、会話
か い わ

のネ

タを見
み

つけるために相手
あ い て

の好
す

きなものを探
さぐ

る。ほっといてほ

しい時
とき

もある（ガチでつらいと

き） 

肩
かた

をたたいて「だぁ～いじょ

うぶだよ」と言
い

う。めんどくさ

いのであまり深
ふか

く聞
き

かない。

本人
ほんにん

が話
はな

してくるなら聞
き

くけ

ど、アドバイスとかはしない。

責任
せきにん

が重
おも

いから。 

つらい気持
き も

ちや大
おお

きな悩
なや

みを

抱
かか

えている人
ひと

に声
こえ

をかけること

は勇気
ゆ う き

のいることです。周
まわ

りの人
ひと

たちの声
こえ

がけで相談
そうだん

につながる

ことがあるため、ぜひ声
こえ

をかけて

みてください。 

友達
ともだち

や周
まわ

りの人
ひと

に辛
つら

そうな人
ひと

がいて、どうすればよいかわから

ないときは、学校
がっこう

の先生
せんせい

や大人
お と な

の

方
かた

に相談
そうだん

してみてください。 

○ 

10 話
はなし

を聞
き

いてあげる。 ○ 

11 

・一緒
いっしょ

に遊
あそ

んであげる 

・ほっとく方
ほう

が逆
ぎゃく

にいい 

・同情
どうじょう

してあげる 

○ 

12 

つらいときは 逆
ぎゃく

にほっと

く。ちょっかいかけすぎると

喧嘩
け ん か

になる。でもかけなさすぎ

ると疎遠
そ え ん

になる。ちょうどいい

と不登校
ふ と う こ う

の子
こ

も学校
がっこう

に来
き

てく

れる。 

○ 

 


